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論 文 内 容 の 要 旨
Ⅰ．研究の背景及び目的
ハイリスク新生児の増加と救命率の向上に伴うNICU（neonatal intensive care unit）の慢性的な
病床不足改善のために，国立病院機構施設では Post-NICU病床を整備・推進している。Post-NICU
には，在宅移行を目指したNICU 退室児や高度な医療ケアを必要とする超重症心身障がい児が入室
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨





























るが，参考論文である「Relationship between Quality of Life of Families with Children in Post-
neonatal Intensive Care Unit Care and Children’s Hospital Discharge」では，積極的に退院準備を
している家族は生活の質が高いということから，母親の前向き感情を刺激できるような支援が必要と
いう結果を得ている。すなわち，在宅への移行困難な対象だけでなく，現在進行中である積極的に在
宅療養の準備をしている家族を対象とした研究を発展させ，退院支援モデルをさらに精練させていく
ことが今後の課題といえる。
審査会においては，研究者に対して，学位請求論文の内容について説明を求めるともに，関連事項
の諮問を行った。いずれの諮問にも明解な解答が得られた。
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
